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明治電機工業株式会社が情報管理体制を強化 

～ 情報系サーバの運用管理をＪＢＣＣに業務委託 ～ 

 

 

 

明治電機工業株式会社（本社：名古屋市中村区、代表取締役社長：安井善宏）は、2006年 8月末

より、情報系サーバの管理・運用を JBCC ホールディングス株式会社の事業会社で JＢグループ※１

の中核である、日本ビジネスコンピューター株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役社長：山田

隆司、以下、ＪＢＣＣ※2社）に業務委託いたします。 

 

現在、弊社では、社内イントラネットの普及により、社員が保持しているデータ量は年々増加して

きており、情報に対する重要度はますます高まっております。 

近年、東海大震災の発生が叫ばれる中、弊社としましても震災・セキュリティに対しては万全な対

策を講じてまいりましたが、想定される震災に対しての耐久性およびさらなる安全性の観点から、今

回、ＮＴＴのデータ―センターに情報系サーバを移管し、ＪＢＣＣにデータの管理・運用をアウトソ

ーシングすることとしました。 

 

今後はＪＢＣＣが24時間365日体制でデータセンター内のサーバを監視・管理・運用することに

より、システムの安定稼働、情報の管理が強化され、お客さまの満足度向上に寄与すると共に、弊社

の情報システム部門は、経営戦略を支援するシステム設計・アプリケーション開発に専念することが

できます。 

 
※1．JBCCホールディングスの事業会社７社を JBグループと総称 
※2．JBCCは本年４月１日に純粋持株会社体制に移行し、事業会社としてスタート 
 
 

 
 

［本リリースに関する報道関係のお問い合わせ先］ 

 

■明治電機工業株式会社 広報グループ 土田、寺島 
TEL.052-451-7723  FAX.052-451-3453 E-mail:irinfo@meijidenki.co.jp 

  
 ■ＪＢＣＣ 広報担当  村松  

TEL 03-5714-5124  FAX.03-5714-5386  E-mail:f_muramatsu@jbcc.co.jp 
 

 



 
 
 

 

【アウトソーシングのポイント】 

 
①災害（地震、火災等）およびセキュリティ対策の向上 

ＮＴＴのデータセンターは、震度７相当の横揺れを吸収し、建物自体の揺れを小さく抑える免震

構造を採用している最新ビルであり、安定した電源・空調を供給できることから、災害による重要

データの消失などの被害を受ける可能性を最小限に抑えることができます。また24時間365日体

制で厳重な入退室管理を実施しておりますので、弊社の顧客情報、販売情報などの重要情報の漏洩

を未然に防止できます。 

 

②サーバの安定運用と今後予期されるシステム増強へのフレキシブルな対応が可能 

データセンター内のサーバは24時間365日体制で監視されているため、万一、障害が発生して

も迅速な処置が可能となり、業務に及ぼす支障を最小限に抑えることができます。また、これまで

は、データ量の増加に伴い、サーバなどの機器を増強する際、必要なスペースの確保や機器の購入

などの負荷が発生していましたが、今後はそういった負荷が軽減され、サーバの増強などを臨機応

変に実現することが可能となります。 

 

③サーバの管理・運用上におけるクオリティの向上 

ＪＢＣＣのスタッフは多くの企業・団体の各種サーバおよびシステムの運用・管理も行って

いるので、多種多様な経験に基づくノウハウを、弊社のサーバ、システムの運用・管理にも活

用でき、高いクオリティのサービスを受けることが可能となります。 

 

 

 


